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1）医療法人三ケ田慈愛会Medical Empowerment Station陣屋の里 
2）かごしま森のようちえん 
3）森の学校 楠学園 
4）鹿児島大学 

⽇本野外教育学会第 25 回⼤会 実⾏委員会企画シンポジウム 

多多様様性性のの時時代代とと持持続続可可能能なな社社会会をを見見据据ええたた  

野野外外教教育育ののあありり方方をを考考ええるる 

 

三ケ田 智弘 1）  市川 雪絵 2）  藤浦 清香 3）  井倉 洋二 4） 
 

コメンテーター   三ケ田 智弘 氏 

シンポジスト    市川 雪絵 氏  

シンポジスト    藤浦 清香 氏  

コーディネーター   井倉 洋二 氏 

（以下、敬称略） 

 

話題提供１ 

（市川）皆さんこんにちは。今日は鹿児島の森

の中で、日々小さな子どもたちが色々な自然体

験をしている、そんな様子を皆さんにお伝えし

ながら、ご一緒に学ばせていただこうと思いま

す。よろしくお願いいたします。軽く自己紹介

をさせてください。私は実は横浜出身で、全く

自然のない環境で 18 歳まで育ちました。下町

育ちです。近くに中華街や山下公園もあり、い

わゆる観光スポットばかりで、海といえばかっ

こいい外国客船は来ますが、足が入れられるよ

うな砂浜は全くないという、大都会のど真ん中

でした。ご縁があって鹿児島大学の方に入学し

まして、教育学部の方で学ぶんですけれども、

学生時代に鹿児島 YMCA の創設の準備に携わ

らせていただく機会がありまして、野外教育の

企画とか運営に関わることになりました。卒業

後は一旦実家の横浜へ戻り、東京ガスの企業館

であった「環境エネルギー館」という、環境学

習施設の立ち上げで 3 年程。その後、鹿児島へ

I ターンし鹿児島県の環境学施設の「生命（いの

ち）と環境の学習館」、鹿児島市の「環境未来館」

という、3 つとも環境学習を推進するために作

られた普及の施設だったんですけれども、いず

れもソフトプログラムの開発ですとか、運営に

携わることになります。その最中に、今日話題

提供させていただく「かごしま森のようちえん」

を始動するという中で、NPO 法人も立ち上げる

ことになりました。そもそも「かごしま森のよ

うちえん」を作ろうと思ったきっかけなんです

けれども、当時、学習施設に、いろんな子ども

たち来ていたんですが、色々知識は持っていて

よく勉強しているんですね。カエルの生態なん

かもよく知っているんだけれども、実際目の前

に出すと全く触れないという状況で。経験不足、

イメージ先行ということが、非常に顕著でした。

地球温暖化なんかについても解説していたん

ですけれども、その要因やメカニズムも本当に

よく理解していました。ところが一向に、じゃ

あどうすればいいかっていう部分の行動に、な

かなかつながっていかない。つまり、実体験が

乏しいために、自分事としての認識と行動が乖

離しているんですね。そこで小さい時からもっ

と本物の体験をさせないといけないんじゃな

いかということで、学習施設や机上の学習の、

もう片輪を作るつもりで、近隣のフィールドを

使って小さいお子さん向けの自然体験を始め

たというのが始まりです。日本における森のよ
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うちえんは、�� 年�ど前から日本でもかなり�

動が んになってきました。W±としては、自

然体験をPÆにした子育て0育の­¥です。   

「森のようちえん」という¶»の方法ですが、

「森」とはあらゆる自然フィールドをqしてい

まして、森にÕらず、\とか海とかQDによっ

てはÐ山、都市部であれば公園といったところ

を使って�動するようなL体もあります。「よ

うちえん」という�らがな¶»については、v

¤¢が認BしているxUの_§園とか、>生¢

が¨Èしている0育園とは一®を画すという

ことで、�T¶»ができないことになっていま

す。法人化などあるg要もなく、自'0育です

とか、お�さんたちの�ー�ル�動のスタイル

のL体もかなり½生しています。「ようちえん」

という�らいなので、一´�にはXÀ � 歳から


 歳�らいですが、「かごしま森ようちえん」は、

実は卒園児も@け入れるような小学生�ラス

もありまして、�N 1 �目の子は �� 歳前後の

子どもたちも関わっています。先に�し上げた

ように、NPO 法人という'体は	しろYなくて、

xUの_§園や0育園がzに.J、自然�動を

実Äするとか、£会教育L体などでもイ ント

�に'3されることがあります。地Oによって、

また'体によって、教育カ$�"ラムやJtと

いったものは非常にR[にわたるんですけど

も、その中で6Ë�というのが「子どもの'体

iを大事にする」ということと、「子どもがど真

ん中」という²え方を大事にしている�があげ

られると思います。 
さて、私たちのo�ですが、鹿児島県の地M

を¸ていただいて、µr<島上の��真ん中に

,°するのが森のようちえんがあるところで

すが、県全体の��中Sに�島がありまして、

鹿児島�（Ò��）の中に�島がÖ?ってるj

じです。そして�島から© 
$& 海を×てたとこ

ろが鹿児島市街地で`がっているんですが、そ

の市街地の中に,°していることがお分かり

いただけると思います。中f市街地からÅで 1�
分�らいのところですけれども、一�にÞCに

上がります。C地はÒ��を作った大�Aのカ

ル�ラで、�ラスC地なんですね。私たちの�

動するフィールドもそのC地の上になります。

いずれにせよ、市街地中fから 1� 分の-V地

です。フィールドHÉをp大して�て�ると、

中f部をÁる県Îがありまして、これ片Î �Å
®、全部で 
Å®�らいのかなり大きなÎÃで

す。このメインのÎÃから 1本入った-V街の

nけÎがありまして、このËり�いに事;lが

あります。このÎは�い上にÅのc来が�しい

ので、かなり¬bjを持って�かないといけな

い�どです。このÎに�って、東2にªい\が

�れていまして、\に向かってh4wの¿にな

っています。ここが実は私たちのフィールドに

なっています。このHÉをV地化する 
� 年�

ど前、�フィールド一]は、h4w地というこ

とでÌkを5れた山�で、今まで生き�ってき

ました。というわけで、事;lの前の、+ËÑ

のRいÎをわたり、そこから一�分け入るとか

なり�い森が`がっています。フィールドのポ

イントには、子どもたちと色々なF前をつけて

います。一�=2の地�に�があるんですが、

上�の�までがおよそ私たちのメインフィー

ルドで、�から�までは¡®Â離で 1��$&�ら

いです。ただし、実際子どもたちは、\�いの

wÛを¯横�Zに�ったりÔりたり、�ったり

Ôりたりしますので、実はかなりのÂ離を¦動

しているという�日をÊります。だいたい 3�

 歳児で 1& ������きます。v¤¢の¾�に

よりますと、この�らいの運動Ñは、yI �� 年

Üの_児の運動ÑとEじで、�代のxUの_§

園に行っている子どもたちの、だいたい 31�
らいの�tという¾�«�がでております。s

めて、¸ていただくとお分かりいただけると思

いますが、-V地のÎから一�入るといきなり

森が`がっているというのが、私たちのフィー

ルドの�eです。街のど真ん中にあるんですけ

れども、mつかずの自然ということです。イ�

��も出てきましたし、��などは日常�にい

ます。うまくいけば��グ!や野
�ギにも会
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えるということで、街の生�をしていながら、

かなり本��な自然体験を�日できるという

ような環境がuっています。私たちの森のよう

ちえんでは、「Úでも7でも�日森へ」という�

ン�プト、それから「す�ての子どもÏに�ン

ス��%ン�ーを」とji教育を大事にしてい

ます。�Nは、^日の�日来る_児�ラス、z

1ß� JのÍ|小学生�ラス、Eじくz 1�� J
の¹子�ラス、� 年前からは発Ïに89がある

子どもたちをÝかる�育のイン�ルー���

ラスもありまして、年Ó ��� 日、a�大体 
���
人、1� 年Óで �&人の子どもたち、¹dさんが

この森にËってきています。 
私たちの園には 3 つのしかけがありまして、

その一つが「園³がない」ということです。森

のようちえんは全国に今 ���ß��� �らいある

とºわれていますが、なかなか園³がないとい

うところでやっているところはYないです。園

³がないので、Úでも7でもいつでも外に出る

という、g然�にそういった��"エー�#ン

になります。子どもÏは、�{事;lに集Dし

て、そこから装備をuえて出かけていくので、

�日上から下まで�
トド�製品を身に付け

ているjじの�好です。公園と違って、C風�

たいな強風が吹いた後は木が倒れているとか、

そんなこともあります。\�いを�いて行って

も、昨日なかった木がいきなり倒れていたりし

て、乗り越えなければË行できない、というこ

とがちょくちょく起こります。スタッフはもち

ろん事前に安全確認もするんですが、人Óの想

Wもはるかに超えるような自然の変化という

ものもあります。ÚがÔってもP本�には園³

がないので、Ú具を着てEじような�動が展開

されます。この写真は、
�8 年前にC風で倒れ

た際、小学生の子たちが枝打ちをしてくれて、

こんな風に�日来る_児�ラスの子どもたち

が遊びQにしているという風景です。Ú上がり

には大きな水たまりもできますので、どろんこ

遊びが始まります。フィールドは-V地に隣接

しているんですが、あえて水や電�は引いてい

ません。そのため、Úは子どもたちにとっては、

本当に天からの恵�。大事な水ということで、

喜んで水遊びや泥遊びをします。あまりに楽し

くて�持ちよくて仕方ないという�ど遊びこ

�ます。 
しかけの � つ目は「二十四節�をÆに�動し

ている」ということです。1�z期のカレン�ー

ではなくて、子どもたちにこの二十四節�とい

う暦を話して、様々な自然の¶情や人と自然と

の関わりを紹介します。例えば「穀Ú」の時は

たけのこ掘りに行こうとか、あの鳥が来たらそ

ろそろ秋の準備しなきゃねとか、そんなことを

ですね、日々話しながら、季節のめ�りを意識

するような機会を作っていきます。季節はかな

りめくるめく変化していきますので、これを追

っていくと、かなり色々な変化が自然の中で起

きているのだなと�がつくきっかけにもなり

ます。そうなると、今のうちにhいでタケ��

を?らないといけないとなり、�日�日�動は

タケ��掘りです（笑）。給食も一切子どもたち

に媚びずに、季節のものを出し続けるものです

から、味付けこそ変わるものの、本当に１ÍÓ、

� ÍÓタケ��が続いたりします。?り損なう

と当然大きくなって、これがどんどん伸びて、

今度は竹�が大変な荒れようになる。だから大

きくなる前に食�たり、折ったり�Ó引きやÓ

伐�しながら、子どもÏ自身でフィールドをuえ

ていきます。タケ��を過ぎると、今度はヨモ

ギが出てくる。ヨモギを?らないと今度は、L

子が作れない。初夏にはこのL子を作って頬b

るのが季語に。1 年 1 年季節がちゃんと巡って

くること。そこを意識させるために?り入れて

います。田植えもしますし、梅干しを作ったり

もします。�ソでジ"ースを作るというような、

いわゆる昔のおばあちゃんたちが当たり前に

やっていたような、畑仕事と季節のm仕事、そ

ういったものも�動の中に?り込�ます。食育

の一環としても、できるだけ、自分たちでおや

つですとか常備食をなる�く作るようにfが

けています。意識�に私たちが?り入れている
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というよりは、そのものが子どもたちにとって、

Ú/であり、喜びであり、学びの教xになりえ

るんですね。地Oの伝£のおやつなんかも作り

ます。しかし、森ですから、´生�な�ッ�ン

とか近代�なガス>具がありません。す�て、

4くからの©Ìとか、�き�を使って¾理する

ということになります。竹の°っ�で1んで、

��で�る「��Tき」という地Oの伝£¯子

があり、これも人�のおやつですが、��Tき

は食�る時に、竹の°っ�を.いて�にして1

�代わりにして切り分けるんです。そういうt

らしの知恵�たいなことも、地&の方に習った

りします。7は、だん�ん�«です。®打ちや

�木のu備。これらもuoしないと、秋に食�

るものがなくなるということで、�年\例の季

節仕事です。な�この二十四節�こだわるかと

いうことなんですが、実は二十四節�というの

はごU知の方もいるかもしれませんが、5節に

3 つの�が付いています。�十二%という�が

ありまして、この「小Ñ」という 11z�らいに

巡ってくる節目にも、�が 3 つ付いています。

そのうちの一つが、この「³±不¸（にじかく

れて�えず）」という�なんですけれども、子ど

もたちとは、「季節はそろそろ�ち�ち小Ñだ

ね」という話をしている中で、ある日のE方、

³が出た。普Ëだったら「§Üだね」と喜ぶか

もしれないんですけれども。実際、この年、11
zに³が出たんですが、二Ê�Êに`がって、

ものすごく�イ��ッ�で立�な³がÎく続

きました。この�十二%を知っていると、この

³の様子が「あれß」と。「この時期こんな風に

³が出るんだっけß」という�うに、違Ijに

��く。つまり、ニ十四節�や�十二%季節と

いう、本来の季節の�れや¶情をものさしにす

ることで、実際に目の前で起きている環境変化

への��きや�常な状況を,nするq�にで

きるということなんです。jiとは�然として

いますが、私たちは、こういうZªなことへの

��きから�かれていくものだと²えていま

す。 

さて、しかけの 3 つ目は、子どもÏと©yし

ている「森のルール」です。おもなルールは 3
つあり、まず、自分の命は自分でKるというこ

と。そして、自分で²えて自分で�めること、

また、@った時はまずは � 人¡の
�ィに�»

し、それでも�メな時は、上のお'ちゃんおH

ちゃん。さらにあの解�しないときだけ大人に

Bをかけてねということです。Nくなったら、

森の中で暖を?るために、当然�を�かないと

過ごせません。ということで、_児¡の年Î中

fに、�き�のス�ルも学んで身につけてもら

います。しかし、これは私たちがq�したこと

ではなくて、当初Nいから�をつけたいという、

子どもたちの'体�な要�から始まりました。

そしていつのまにか、代々子どもたちが年Îの

子の仕事として引き¤いでいまして、年Îにな

ったら、秋から²を自分たちgい始めて、一か

ら¨習をしていって、いよいよ始まる真7の本

�に向かって、ス�ルを身につけていきます。

この写真は、� 年前の年Î（当時 � 歳）が�付

けの¨習をしている�ーンなんですけれども、

この子は �� 分�らいかけて、このメタル!ッ

�というÎ具を使って�をつけることができ

ました。ただ全<がそんなに>�とはÕらなく

て、中には当然不>�ちゃんもいます。ただそ

れも年Îになったらやるんだと、年Îだからこ

そできるはずだというような、先Ãたちを¸な

がら育っていますので、�んな一生c命Õbり

ます。メタル!ッ�は、ËQEAのrlで!グ

ネ�
ムの~をこすり、生じた�ªをたき�に

育てていくんですが、�付けばこのメタル!ッ

�を、� 歳に�たない子が、1 時Ó�らいかけて


���Jlり続ける、�たいなことに��レンジ

したりするんですね。でもmはÓえて、½はで

きて、それでも続けていく。時折�Óがやって

きて、様子を¸に来たりも。でもそこで�Óた

ちもまたいいÂ離jで、変なお�話を�かない。

「たっくん、どうしたら上mくできるか分か

るß�あ�き�ら�め�な�い�ってことだよ」

とだけºって3っていく�たいな、そういう子
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どもたちEAのÔかなBjや、Ï8の:6で、

�んながf折れずにmえDい0ましあって、最

 �には本当に�をつけられるようになって

卒園していきます。人S�な遊びÎ具も一切フ

ィールドには�意していません。街の中の¿W

にあるので、実は不法e}もRいエ$�なんで

す。子どもたちはそういったものをgい集めて、

非常にbaし、ただ[ってもしょうがないとい

うことで、eげ込まれたタイ�とか­Ìりの¦

なんかを使って、小学生を中fに自分たちで遊

びÎ具を作っていきます。この写真は、ある夏

!�の風景ですけれども、この¦が�ンモッ�

にならないかという発想を持ったようで、一生

c命ロープで«びつけて-作しているところ

です。私たちもす�にはmを¾さずに、自分た

ちのやりたいようにやってもらいます。そうす

ると«O �ÍÓ、3ÍÓ、1�z、やっ�りかか

るんですね。ようやく「できたÝ」と思って乗

って�たら、ドスンと下に（笑）。どうしたらロ

ープを強くÕ�に«びつけられるかとか、·度

はどうすればいいんだろうということを、��

��と¸行ÍºをÊねます。Æ中で¼めたり離

れたりしつつもまた戻ってきて、大人を×らず、

自分たちで最後まで作り上げるんだと、子ども

Ïだけで一生c命やります。«O 1�zかけて

�事にMkさせました。8z 31 日。もう夏!�

最 日で、«Oこの子たちが遊ぶ時Óは全くな

かったんですが、大�足をして、o学期の学{

に戻っていきました。今でもこの�ンモッ�は

�っていて、�日森にUってくる_児の子ども

たちが、ここでのびのびとÂがったりお弁当食

�たりしています。 
水もないので、\に
ケ�を放り込んで水を

汲�上げたりもします。これも汲�上げてごら

んということではなくて、本当に水がなくて植

物が枯れていたり、おたまじゃくしが干上がり

そうになったりする状況を¸て、子どもたちが

発想したことです。
ケ�に«ぶロープも甘け

れば、
ケ�が�れていってしまうし、落ちた


ケ�を今度はgわなければいけないという

ことで、
��& 下の
ケ�を次は竹の~でどう

gうか。水を汲	だけでも 1 日やってますが、

そういったことが子どもÏはとても楽しいわ

けです。
�ィとは � 人¡のことで、お互いに

助けDったりする�mですが、� 人ではどうし

ようもない時は、お隣の
�ィに協/を�めた

り、夏!�等は中Þ{生もいるので、大きな¯

.りのR様な子どもたちEAの
�ィも生ま

れます。自分Ïで�も扱え、ご飯が炊けて、�

�ギ$もうまく使いこなすので、�ルー�ート

とロープさえ与えれば、もう立�に�Óと�


ー��野宿�もできるÝということで、1 年に �J、

_児ß小中学生が森の中で�ルー�ート一枚

でテントをつくり、一晩過ごすプログラムも実

施しています。森での�動は、子どもÏにとっ

てド�ド��%�%�の連続で、自分で²え、

行動するためにも、j覚をフル稼働させます。

「森自体はu備された公園とは違って、天%の

変化や危険生物との遭遇、突然の倒木とか、常

に大人が全<をKれるとはÕらないよ」という

ことを伝えて、「自分の命は自分でKる」という

¬bjを持たせます。そんな中で育っていくと、

_児でも頬で風をjじて、「この後ちょっとÚ

がÔるよ」なんてことを普Ëにºえる子どもた

ちが出てきます。それはそうなんですよね。�

日外�に触れ、色々な体験をしているので、動

物�に当たり前なj覚が研ぎ澄まされている

ということなんです。「五jが育つ」ということ

です。また、自分で²えて自分で�めるという

自己�Wの連続は、ºい換えると、«�は自分

に跳ね返ってくるということなんですね。自分

が'体であるという意識の醸kです。{�園し

てくると、今日の�温はß天�はどうかßと空

を¸る、子どもによってはニ"ースを¸てくる

子もいます。.をするß今日は.がg要ßどこ

に行くßということも自分たちで�めてもら

います。子どもたちにとっては、例えばお腹が

すくというようなj覚や、トイレに行きたいと

いうj覚も、個々にタイ�ングも強さも違いま

す。そういった体験も大事にしたいということ
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で、自分がどうjじるかということ、それでど

うするかということも、常に子どもたちに¡え

を出すようにさせています。�にÚ具は、空を

¸て持っていくか、やめるか、持っていけばÊ

いし、ないと@るし。そんな\�が常にあるわ

けです。この�#イスというのは、当然_児に

とっては、未知のこともたくさんあります。だ

から9kも実はRいんです。ただこの「トライ

Üエラー」や、P�CA �イ�ルの連続が、非常

にÀかな経験�をもたらしていくと思ってい

ます。では、そんな�日で«O.が育まれてい

るのかということですが、「¼題解�のP��

な/」だったり、自分の輪Êや自分らしさの発

¸、なんですね。自分でやるとまず�めると。

9kすることもあるけども、その後にまたでき

る、できたということで自�がついて、そんな

自分にÏkjを覚えて「私大�8、私できる」

そんな自己«Wjも生まれます。そうしている

うちに、Xm不Xm、4好、やり方、4向、く

せ¾々、その子らしさが出�してくるんです。

それは自分だけではなくて、H5の,Ïもそう

いった輪Êが°生えてきて、「色々な子がいる

ね、あの子はこうだね、�はこうだな」と、そ

んな風に子どもたちが互いを認めDい、育ちD

っていきます。このÓのC風oけですが、フィ

ールドが大荒れで、0一ÉÐQlにしていた大

きなテントがH7しました。次の日子どもたち

はC風一過の中、森にいつものように出てきて、

「�たちがoしいテントを作り¡す」というこ

とで、¡�立てが始まりました。たかが 
�� 歳

児、ßß� 人の子どもたちです。でもその中に

は$ー�ー�ップを?る子、!ニ"�ルをºめ

る子。/持ちの子、Hりに目がËれる子、色々

いるわけです。そんな集D知として、�んなの

/をDわせて、最 �には子どもたちの/だけ

で、«Oテントをbり上げることができます。

こんなことを�日�日やっているというのが、

私たちのようちえんです。そんな教育�動を、

な�「森」でやっているかということですが、

森というのは«O不自�で不�ということな

んです。}子も時々7れてしまいます、»も¡

してくれないから、自分たちでどうにか¡さな

いといけない。
�ギを?りたいんだけれども、

Î具がない。R�を作って
�ギを?りに行く。


�ギ�りは 1� 年来��レンジしていますけ

ども、まだ
�ギは一%も?れていません（笑）。

でもこの意Zを¤いで、今の子どもたちもR�

�くりを んに行っています。  
_児でも�日経験をつんでいくので、「Ú上

がりには、いつも泥んこになるから着uえを持

っていこう」と¸Ëしももてるようになってき

ます。りくくん��¥�は、.でもきっちりできる

子で、準備&�で泥んこの森へきて、泥遊びも

大�3して、持ってきた着uえで�持ちよくU

る¸Ëしをもっていたんですけれど、Uり際、

Òだけuえを持ってきていないことに�がつ

いて、§ÜにFきuえたÒ下を泥んこのÒの中

に入れたくないということで、3�分�らい大�

きして\�ました。その後、$"ッ�の中にあ

った�ニール³を¸つけて、Ò下の上からそれ

でカ
ーしてÎÒをFくということを思いつ

いたんです。.しろその�イ��は、Vにとっ

ては大発o。お�さんがÃえに来なきゃUれな

いとか、スタッフにbっこして�しいというこ

とを�当¹えたんですけれども、最 �には自

分で解�できたということで自�を持ってU

りました。その様子を 1 個下の�ん/��¥�が
じっと 3�分、観Bしていました。りく/がいよ

いよÎÒに足を入れる時に、「m伝うよ」と
�

ィらしい<を¸せるんですけれども、Vが 3�分
@り�っていただけかというとそうではなか

ったことが§日わかりました。次の日、�ん/

の­物を¸たら、$"ッ�の中にたくさんスー

	ーの�ニール³が入っていたんですね。りく

/の様子を¸て、自分も.かあったとき使える

ように、というVなりの学びと���#ンだっ

たわけです。 
.しろ自然の中なので、
期しないことがた

くさん起こるということです。木の上の実をお

やつにしようということになるんだけど、なか
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なかEかないとか、ご飯を作りたいんだけどÎ

具がないなとか、そんなことは不自�で不�な

森だからこそ、常に起きるわけです。その度に

子どもたちは状況,nするとか、X[/、また

やって�ようという­/を発iするというこ

とです。森にこだわる、.よりも大きい理�は、

「一人で過ごせない」ということです。�ケ田

先生のお話にもありましたけれども、森は、_

れた大人の私ですら、時々tい空になったり、

�やっと�たい風が吹いたりするとちょっと

ド�ッとするものです。そう²えると子どもた

ちにとって、どれ�ど不安な環境かということ

です。その中でやっ�り»かと一緒にいること

の安f、»かにm伝ってもらうことでjじる思

いやりや^情、vÐさ、そういったものをより

�く味わい、実jでき、互いの理解にも«びつ

くということです。そればかりか、今日よくº

われています「非認知­/」は当然育ってくる

わけです。目�に向かってÕbるとか、j情�

ントロールする/などとºわれていますが、不

自�で不�でmつかずの森だからこそ、こうい

った/が引き出せ、育めるということかと思い

ます。ただし、では森の中に連れていくだけで

よいか、というと、そういったことではないと

²えています。�意Mに�せる意Mや、ªやか

な仕fけ、.より小、大人のU.というのは非

常にÊ要で、関わりやBかけも非常にポイント

かと思います。+²までに、私たちのスタッフ

!ニ"�ルを紹介させていただくと、�Ô「¡

えを教えない」がでてきます。子どもたちが²

えているところへ、q�出しや¡えを提�する

ことはしない。また、½さないこともÊ要。«

�はどうであれ、その子の«�として@け�め

させるということです。説教するg要もありま

せん。大人の解に向かってDくということは�

ン�ンスです。子どもが思うままに進んで、そ

の先の«�を子どもたちと一緒に@け�める

ということ。hかさない。つい«�を�めがち

なんですが、それをやると自�な発想ですとか、

'体iというのは がれます。こういったこと

を意識しながら「¸Kる」ということが大事で

はないかと思います。自ら学ぶということや意

識を行動に起こすということを子ども自ら発

¸させる、ということです。 
自分たちの森が、自分たちが�くことでGが

Hれたり、�んでいけば、自分たちから森をK

ろうという0全�動や2発にもつながります。

��きをYし�めてやれば、�のフィールドで

も色々荒Nが進んでいるということにも目が

行き、すすんで自分たちの森�外もKったり、

環境にも関fをbいたりするようになります。

いま、oたなフィールドをもう一つ作ろうとし

ているのですが、そういう!インドが育ってい

ますので、植�などはもちろんのこと、自分た

ちで水ÎをしくなんてÊ$働も�fにやって

くれます。私たちの森のようちえんは、自然体

験と«びつけながら環境教育の分野も�ッ�

#ンとして?り¡んでいますので、当然 ���*
についても目�をWめて�動を推進していま

す。子どもが変わると、当然お�さん、お�さ

んたちが変わります。実際に子どもたちの家M

では、生�習_も変わってきました。そのこと

が最 �には、£会のÈaや全体の行動変>に

«びつくのではないかと²えています。その一

�の近Îが子どもたちへの�プロー�でもあ

り、次�代育kでもあります。Vらも、�して

やらされるのではなく、自分たちが'体で色々

なÀかな自然体験をする。9kやk"など、自

分でÈんで�めたÈaの«�を@け入れ、解を

発¸していく。�Óとつながることでuに.s

を�く。そんな経験が、C来の、£会1題や環

境1題にXする解題意識の°となり、最 �に

は解�行動につながるんではないかと思いま

す。今日はさすがに私もこちらに+っておりま

すので森はお!�ですが、また来Íからこんな

笑Õが森に戻ってまいります。子どもたちには、

色々教えてもらうことの�うが本当にRいで

す。��機会ありましたら、皆さまもいつか森

へお越しいただき、子どもたちと�いていただ

きたいです。ご�ªありがとうご�いました。 
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話題提供< 
（藤浦）こんにちは。いま�ケ田先生と市\さ

んのお話を©きながら、自分自身がすごく%�

%�して、�持ちのÞぶりがとまりません。鹿

児島だけでなく日本5地、��5地でこういう

�動されている方がいらっしゃるんだなと思

うと、なにか未来もdてたもんじゃないなとい

う�がしています。 
私は、先�どありました「森のようちえん」

から着想をXまして、もうYし上の小�中学生

をXÀにした森の学{というのを作りました。

±語では �%+ )'�+#-  *�"((% （�ルタ�ティ�ス

�ール）といいます。いわゆるフ$ース�ール

の一�です。�%+�というのは、�のものとか、代

わりのもの、�自のものという風な意味があり

ます。昔、��ぎわのトットちゃん�という本が

 スト�ラーになったんですが、そこに出てく

るJ学園のような学{が�ルタ�ティ�ス�

ールになります。~学園をつくった¸は、公教

育というのはたくさんの人たちが¨り上げら

れてきたもので体£�な学びとして非常に¤

rらしいのですけども、いま£会が非常にR様

化、´Ï化している中で、なかなか個�にX[

しきれない、大きな¡¦では{ÂなX[がÐし

いという¬景があります。子どもたちも、そし

て大人の私たちも、未知の¼題にぶつかること

が非常にRくなってきました。最近では�ロ�

ですね。�ロ�では生�様Qから.からガラッ

と変わったので、初めてのことばかりで、一体

どうしたらいいのかという¡えは»も思って

いない。その中で自分はどうするのかというの

を�めていく、そういうQÛがこれから本当に

どんどんどんどん6えていくと思います。 
 私たちのところではÞつ大切にしているこ

とがあります。１つは�経験をÊねてjiを�

く�。物事って知識ももちろん大事なんですけ

ども、いま.が起きているかというのをjじ?

る/もすごく大事。物事をjじ?るjiを私た

ちのところではいちばん大事にしています。Ý

つめに�自分で²え、そして9kする機会があ

る�。どんどんどんどん9kして�しい。それが

できるQlだということ。3 つめが�自分�外

の人と自然から学ぶ�ことです。この 3�を意

識した�動をËして、全体の中で大事なポイン

トは.だろうと要�を¸nく/、jiを�くこ

とをめ�しています。 
日々のすごし方ですが、時Ó.は�っくりと

Ý時Óおき、{は学習、その後に¿Lのe業、

&後はP本�に自'�動。そのÓにおpご飯が

あり、Î期�な企画も入ってきます。（M解）j

覚としてはこういうjじです。大人はmjとき

っかけ�くり、環境�くりにYして機をWちま

す。子どもたちが「.かないかな」と思ってテ

�テ�テ�テ��いていたら、「あれ、なんだか

Û�そうな本がある�」と。その子が¯味を持

ちそうな本とか、画集、
ード�ーム、カード

�ームとかそういったものを、近くにさりげな

く°いておく。物語だったり	ズルだったり�

>は様々です。�人一×の�画をgえて、もし

¯味を持ったらかるたをする。¯味を持っても

らえなくて空cりに わることもRいですが。

Øが好きという子がいたら、Øの�Qに行って、

乗るだけではなくお�話をさせてもらったり、

Ó楽に¯味を持った子がいたら、地&の�ンガ

ーソングライターさんに来ていただいて、ギタ

ーのSき方と�の作り方を教えてもらったり

します。「�AP地を作りたい」というのは年代

に関わらずたくさんの子たちがºうんですけ

ども、そういうKwがあったらxmとQlを提

供する。時々Yしだけ/を¾します。 
+�Ûでは、地OのÞÛ¨の方に昔ながらの

知恵を教えていただくとか、今は�ロ��ÔY

なくなっているんですけども、海外の
ランテ

ィ�さんと一緒にすごすTを 1� 年�上やって

きました。�には小学生が小さい子たちに本を

ºんであげたり、nのÓ楽家さんがやってきて

�:を楽しんだりします。R様な年代や¬景の

人と�れDうことで、「�の中にはいろいろな

生き方があるんだな」とか「いろいろな²え方
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の人がいるんだな」ということを知ることがで

きます。�に海外の方が来られると、自分とは

全く違う思²や生�習_を持っているので、Ù

くこともたくさんあるんですね。けれど(に行

きずりの人ではなく、1 �zとか � �z、3 �
zと生�を6にして、ずっと一緒に行動してい

るので、子どもたちも「この人は]い人じゃな

い」というのがもう分かっている。そうすると

「どうしてこういうことをするんだろう」とか、

「こうして�しいというのをどうやって伝え

るか」という風な思²になります。違いは違い

であって]いことではなく*ってÛ�いと、そ

ういう風に²えるように�します。 
次に「�ぎわのトットちゃん」の中にも「畑

のことは畑の先生に©いたらいいよ」という�

$フがありましたが、海のことは海の先生、山

のことは山の先生に©いて、子どもたちはkÎ

しています。この（スライド）I2の�iはÍ

りF人なんです。本当にÍりが大好きで、子ど

もたちをしょっち�うÍりに連れて行ってく

ださっていたんですが、Íりという遊びをしな

がら、天�のことを教えてくれます。「Ñが出て

きたね。風が出てきたね。これからこういう天

�になるよ」と。そういう話を©いた後、子ど

もたちは学{に戻ってきて、天�Mを¸て「な

る�どそういうことだったんだ」と思う。本当

にÚをÍりたいと思ったら、Úの生態とか海の

中の様子を知らないといけないからどんどん

学んで6-する。そういう�うに楽し�から実

Äし、そのまま学びへという�うに、自分のも

のに¥げていく学習を目qしています。日常生

�はこのようなjじです。 
こちらはÎ期のプロジ��トです。~学園が

始まって 1� 年目ですが、いろいろな事をやっ

てきました。1 つはこちら、教=をOてる「森

の教=プロジ��ト」です。ご¶のように、l

地の隣のx�で木を切るところから始めて、足

fけ 3 年くらいかけて自分たちの教=を作って

います。木を切って��を!いで、3 �z�ら

い�かしてから、それを森から運び出して�ん

で.。��を使っているのは小学{ � 年生の;

の子です。Î具の使い方とかも教えてもらえな

がら、自分たちの教=を作っていくんです。Î

さを·¢したり¡·を出したり、危ない時には

どういう�うに安全を確0したらいいかとか、

大きな|を持ち上げる時に子どもたちの/だ

けではとても足りないので、ロープをうまく使

うとか、そういうS8をしながらやっていきま

す。こちらは教=として実際に使っています。 
こちらは自ÂÅnの様子です。全<ではなくて

Kw¨が行くTで、�年 � 人から 3 人が+加し

ます。この写真に写っているのは九州の地Mで

すね。こんなに大きな地Mを¸て�っくりルー

トを�めるので、始めは本当に�

トなんで

す。「ああ適当だな」と思いながら、敢えてA出

しせずに付いて行くと、「こっちの方が近いか

らねÝ」と、山越えのルートをÈんだりするん

です。そうしたら、くねくねªいÎを上ってい

って、ずっとずっと上っていっても、まだ着か

ない。やっとある小さな村に行き着いて、「//市
に行きたいんですけど」とºったら、「えっ、ま

だあとÝ、Þ1あるよ」と。「戻って県ÎをJっ

た方が早いよ」なんて地&の方にºわれて、Ý

時Ó�らいかけて�ったÎを 1� 分くらいで


ーッとÔりて、県Îを�るっとJっていったら

«O、そっちの方がずっと早かったという�笑�。
そういう経験をすると、その日の夜から、もっ

と詳ªな地Mを`げて、真剣に地Mを¸るよう

になるんです。痛い9kが身にし�る経験です。 
さらに身に染�た経験はこちらです。�人島�


イ
ルÝ学園生はだいたい�年��ンプに

行ってるんですが、子どもたちの構kによって

�>を変えています。例えば今年度は«構小さ

な子たちがRくて、��ンプに全く_れていな

い子もいれば、かなり_れている子もいるとい

う状況で、そうなるとÝ泊Þ日で.と安全なと

ころに行って、自炊を中fとした��ンプをす

る。献立を²えたり、²をgったり、できるこ

とは自分の/でやるというjじです。この�人

島�
イ
ルの時は、一人の�の子が�
イ
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ルをしたいとºってしまったがために、そして

�のt人の�の子たちもやりたいとºってし

まったがために、本当に 1ÍÓ�人島ですごす

ことになりました。私も一緒に行ったんですが、

このlき§めてあるのは全部p着物なんです。

上の�ートもp着物です。小Ô�をYしは持っ

て行ったんですが、�日Íりをして、ÍったÚ

とか、たまたま¸つけたタ�をEって食�ると

いうtらしをしました。この写真に写っている

子は「もう二度と行きたくない」と�り返しº

っていたのですが、やっ�り一�の思い出はこ

の�人島だったと、卒業Qの時に語っていまし

た。最初の体験があまりにもÁかったので、先

Ãたちからそれを©いた子どもたちは、次の�


イ
ルはもっと9適な島に行きたいという

ことで、小\のある島に行きました。真水が出

るだけでかなり違いますね。1 ÍÓそういう生

�をしてると、体つきからÕつきから変わって

きて、人Óの体というのもなかなかすごいなと

いう発¸がありました。そういう状況の中でも

子どもたちは普Ëに遊んだりくつろいだりす

るんですね。すごいと思います。 
でもこういう野生�なことばかりではなく

て、もっとv化�なこと、例えばプロと一緒に

Ó楽�をしたり�ラ�ッ�
レエやuºを観

に行ったりもします。これはどんなQlに行っ

ても物:じしない自分になって�しいという

願いからです。r1に遭って目の前に.もない

という状況でも、なんとかなるさと²を集めて

�しいし、w=にCかれて0^の晩Ð会に行っ

ても、Óえることなくゆったりと自分を0って

�しい。そのためにできるだけ5`い体験をし

てもらいたいと思っています。 
創立 1� H年の企画では、ポーランドに行っ

て×ÍÓフ�ームステイをしてきました。うち

は森の中なのでl�がすごいんですよ。梅Ú時

期はとても9適ではないので、だったらÚがY

ないところに行こうと。�ース�ラ�ーをやっ

ている�Qの大きな�スト�
スに泊まり、学

習して、�Qのおm伝いをして、遊んで、おg

qをしてという日常の生�です。たまに¼足に

行ったり、ポーランドの�ルタ�ティ�ス�ー

ルの子たちと一緒にe業をしたり、Ý人ずつに

分かれて�ームステイをしたりという�うに

すごしました。これも物¸遊山ではなくある程

度Îい期ÓoNすることで、�地の生�のj覚

を身を持って体験するというところが'な目

�です。 
な�こんなにいろいろなことをするのか。こ

ちら「¸行Íº」。好きな四Tt語なんですけど

も、¸しに、やって�て、分からなくなって、

そしてD!Ó違う。スポXの�画では、Õbっ

てÕbって最後にやったーとk"するんです

けども、「¸行Íº」だと最後は�メなんですね。

Ó違ってしまう、9kしてしまうんです。でも

その9kは(に過程で、「うまくいかなかった

な。じゃあ次どうしよう」という�うに、P�CA
�イ�ル、先�ど市\さんの話の中にも出てき

ましたけども、�レが�メなら�レはßという、

まるでイタズラを9kした時のように笑って

次へ進めるようになったらすごいÛ�いなと。

そういう�うに、色々な体験をしていく中で、

自分はどういう時に%�%�するのかとか、.

が好きなのかということを、自分自身でjじて

¸つけていきます。そしてこういう自分だから

C来はこんな風にして生きていきたいとか、こ

ういう仕事を作っていきたいという�うに²

えて�しいなと思っています。 
体験から学んだことは、教えられたことではな

くて自分でjじたことなので、�Xし、知恵に

なる。そこからC来のÎを早くから¸Wめる子

もいますし、まだまだ�められないという子も

います。それでもなんとなく、こういうことを

やっていきたいから、~学園は中学{までなの

で、Þ{はこういうところを目qしていきたい、

それなら今こういう勉強をしていた方がいい

なということで、自ら勉強、学習を始めます。

（写真）@験勉強をしている様子です。そうい

う未来の方から½ってくる思²にだんだんと

なっていきます。そして中学{を卒業してその
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ままÞ{に進学する子もいますし、¹業をする

子、海外にy学する子など、それ�れのÎを�

んでいきます。 
ところで、森の学{という�うにF付けてい

るんですけども、な�森なのかというところで

す。まず、自然というのはまず自分の思いËり

にいかない。野外�動をされているこちらの学

会<の方は皆さんよく身に染�ていらっしゃ

ると思います。私は小学{の教<をしていた時

代が�んのYしあるんですが、家M¤やMSの

教xを¸てびっくりしました。�ットになって

いて、作り方も全部Sいてあるし、切る®も全

部引いてあるんですね。だから!ニ"�ルに�

って一つ一つやっていけばMkするようにな

っているんです。そこにはS8の�地も9kす

る�地もない。そういう�うに、9kしないよ

うにしないようにと@切�2に育てられた子

どもたちは、9kはしたら�メだ、]いことだ

と思ってしまう。9kを;れる子どもたちがす

ごく6えているのを実jとしてjじています。

それにXして自然は、もう�Xに思いËりには

行かないというのがP本ですよね。お天�もそ

うですし、遊具を作ろうとしても枝が折れてし

まったり思うものが¸つからなかったり。なの

で、じゃあどうしたらいいかなと観Bして、²

えて、そしてS8する�地が十二分にあります。 
次に、自然を¸ていくと、�に�とかªとかた

くさんの<、Tがあって、生態があります。一

つ一つ全部に意味があって、なんでこれはこう

いうTをしてるんだろう、なんでこの�はここ

にいるんだろうと²える事が>しい。そして、

�んな違うからこそmえDって、助けDって生

きていると分かる。違うからいい、違うから関

われる、それ�れのUN意±があるというのを

�でjじて、自分も�mも��も大切にできる

人になってもらえたらいいなと思っています。 
そしてまた大事なのが自然へのx:と�×j

です。私、実は鹿児島の�華街、天v館のど真

ん中で生まれ育って、�方の���Vも市�と

いう環境だったんです。子どものÜはtÅがす

ごく:かったんですが、こういう森の学{で�

動し始めたら、夜の森は不思«と:くなくて、

な�かなって²えた時に、つながりがあるかな

いかだと�付きました。�ルの中のtÅからは

お化けが出てくるかもしれないと思うんです

けど、森の中だとzがあって、Pがあって、野

生動物がいて、あと小さな生き物たちもいて、

たくさんのつながりの中で、.か安fするんで

す。もちろん、�んないろいろな]Éがあるの

で、森が:いっていう人もたくさんいると思う

んですけども、そこを超えたところで、「自分も

自然の中の一部がなんだな」というのをjじる

ことができれば、もう�U�の安fj、安*j

があるなと思っています。 
最後に、私たち大人のU.として、�Vをかぶ

せない�ということをすごく大事にしています。

スライドに、自然体験会との�違とSいたんで

すけども、森の学{をやっていますとºうと、

初めのÜは「自然体験には、よく連れて行って

るから」とºわれることがありました。自然体

験はもちろんすごく大事で大きな意±がある

んですけども、でも目�が違うんですね。子ど

もたちって生まれた時は、本当に個iの+で�

んな違うものなのに、�日のtらしの中でだん

だんと身近な大人の��観に近くなっていく。

こういう時はこうするものだとか、こういう時

はこう²えるものだとか、いくつものVを自然

に作り上げていくんです。一旦Vができるとそ

れを7すのはÐしくて、発想が当たりÊりのな

いものになったり未知のものを:がったりす

るようになります。だからこそ、そもそものV

をかぶせない、子どもの動きや²えを¿Òしな

いというそこがすごく大事で、日常に体験を足

し¢するのではなく、	しろ日常から常識を引

き¢する、だから子どもたちがÎい時Óをすご

す学{というTをとってやっているという¸

です。 
大人2には7�/が1われます。市\さんの

お話の中にすごく¤Mな写真、泥んこの森で子

どもが泥だらけになっているのがあったんで

111



三ケ田���� � ���-)� � *%�&.� � ���$��

 112 

すけども、これ自分が�¹だったら=Óをあげ

かねません。gqどうするのと。そこを笑って、

もしくはグッと(えて「いい体験したね」とº

えるかどうか。あとカ$�"ラムが自�だと、

小学{Ý年生でfけ¢九九ができないけど大

�8なのかとか、小学{ß年生でこんな�Tが

Sけないけど大�8なのかとか、それを大人が

どこまで¤>できるか。例えば「学習のÛでは

かなり89があるけども、この子はこんな¤r

らしいjiを持っていて、こんなすごい発想が

できる。もの�くりも人�きあいも自分から進

んで>しんでいるしÀかな人生をÊれそうだ」

とµ´なくºえるような、大人の>の大きさが

�められます。 
そして、それらは¸えないものなので、¸え

ないものがどれだけ大事かというのを伝える

のがいま¡Ûしている¼題です。これは子ども

たちにはあまり伝えるg要はないと思ってい

て、	しろ£会に向けて伝えることはすごく大

事なのにすごくÐしい。なので私たちのような

実Ä¨と、皆さんのようなv識¨がつながって、

「こういう事って大事だよね」と6Ë意識を持

って、そしてこの後に話しDわれるJ�提ºな

どにつなげていただくというのは、とてもKw

の持てることだなと思っています。 
これが私たちの学{、森の学{~学園です。子

どもたちはこういう�うに日々を過ごしてい

ます。学{の
���イトや !�� �(($ などの

�N� もありますが、実際の学{にもQ非遊びに

いらしてください。 
ありがとうご�います。 
 

 

ディス�
シ�ン 

（井倉）P¾¿�の�ケ田先生とそれから市\

さん、�hさんの � 人の話を©いて、それ�れ

�のQlで�動をされていますけれども、6Ë

�やP本�な²え方というものの6Ëiを、皆

様もjじられたかと思います。これから�ィス

カッ�#ンの時Óで、そのあたりをYし掘り下

げて、皆様と«ªにできたらいいかなと思って

おります。よろしくお願いいたします。今の 3
人のお話をYしcり返って�たいと思います。

その後に�ケ田先生から�メントをいただき

たいと思います。よろしくお願いします。 
まずP¾¿�の�ケ田先生ですね。³{の時

Óがちょっとなかったんですけれども、すごく

たくさんのことをお話しいただきまして、私も

©きながらすごく%�%�したんですけれど

も、子どもたちの�Nの状況とか、それから¼

題、1題になっているトラ
!ですとか、
U

}についての���というか、�¤学�、��

�学�な解説、それから�ド ン��ー教育に

?り¡まれているということで、プロジ��ト

�ド ン��ーの²え方だと思いますけども、

フル
$"ー�ンストラ�トとか��レンジ


イ�#イスとかそういったことを²えられ

ながら実Äされているということ、そして実際

に実Äされている r¨XÀの�動ですとか、

発ÏÊがいや不�{の子ども、あるいはネット


U�ーム
Uの子どもへの�動ということ

で、大変R様な実Äをされていて、まさに��

と野外教育の�ラ
レー�#ンだなと思って、

本当に今までにないような、すごく%�%�す

るようなそんなjじがしました。 
次にそれを@けての�ンポジ
ムというこ

とで、市\さんと�hさんにお話をいただきま

した。実はお二人とも、私が大学でやっている

「自然学{へ行こう」というe業がありまして、

それに�スト¿Lとして、今のような実際の�

動のお話をしていただいているんですけれど

も、私はお二人とも、鹿児島が©る自然学{だ

なという�うにちょっと©らしく思っていま

す。市\さんの方は森のようちえんということ

で、
�� 歳、小学生も"�ますけれども、小さ

い子どもたちをXÀに、本当に�日、ÚがÔっ

てもÑがÔっても常に森へ行く。その中で日々

季節をjじながら体験をして、その中で自分の

命は自分でKるとか、常に自分たちで�めてい

くとか、そういったことを育んでいるすごい�
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動だなと思っています。うちの¿±で話を©い

た学生たちが、今度インターンとか体験で森の

ようちえんに行くんですけれども、そういう学

生たちもÙく�らいの、本当に生き生きとした、

すごい子どもたちがそこで�動していると、そ

ういう<を目にすることができます。 
�hさんの方も、実はすごく6Ë�がsめて

思ったんですけども、¸行Íºすることとか、

やっ�りいろんな体験からjiを�くこと、9

kをする機会を作ること、自然がすごくR様で

あるということに��くこととか、とても大事

なことを、実Ä�動をËじて伝えているなとい

うことをsめてjじることができました。 
ちょっと私のj想になってしまうんですけ

れども、私も自然の中で、自然体で生きるとい

うのが、すごくやっ�り大事だなという�うに

思っています。ずっと前から自然体験や��ン

プをしていますけれども、最近�にちょっと自

分�に�っているのが、�き�を5んで一夜を

過ごすということで、昔からよくやるんですけ

れども、sめてこれ大事だなと思って。実は一

昨日とそれをしてきたんですけども、自然がR

様であって、人Óも自然の一部であるというこ

とを自然の体験の中から<ったり、そこに思い

�ったりということがすごく大事だなと思っ

ていて、そういう自然の中で過ごす一夜、1 日、

.をするというプログラムでもなくて、ただ�

き�を¸つめる、そのことだけでもすごい��

があるなと思って、今一生c命私それを`げる

ような、そういう�動をしているところなんで

す。そのようなことを今 3Fの話を©きながら、

私もsめて認識したところでした。 
それでは�ケ田先生、お二人の話を©いて�

メントいただいてよろしいでしょうか。 
 

（三ケ田）ありがとうご�います。� Fの先生

方も¤Mな実Äで、_§園と小学{と、Yしこ

うテー!が変わってくるのかなとか思うんで

すけども、®いているのがEじなのかな。_§

園、0育園レ ルのちっちゃいお子さんと、そ

の小学{のお子さん、小学生のQDは.か学ば

なきゃいけない�たいな、�の中のそれこそか

け¢�らいは覚えとかないと�たいな、そうい

うこう &,*+ が出てくるのかな。そこはそこに

また大変なのかなと思うんですけど。すごく �
つともRい¤rらしい実Äだなと思うんです

よね。³1というか、ちょっと私©いて�たい

ことがあって、先�どその自然体験との違いと

いう、自然体験会というんですかね。ただただ

自然に行けば経験できる、体験できるというも

のと違うものがやっ�りあるのかなと思った

んですね。そこには関わっていく大人が、先�

どおっしゃっていた�たいに、あの持っている

j助のあり方とか、@り�い方がR分違うのか

なと思ったので、そのÉをYし¢足でまた©け

たら/しいなと思います。その@り�う時のポ

イント、��、より強¾して、(なる自然体験

会とは違うんですというところがあれば、また

Yし教えていただきたいなと思います。 
 

（藤浦）先�どスライドの中でも自然体験会と

は違うという�うに�し上げたんですけども、

やっ�り子どもとºいますか、人の��観って

日々の生�の中でT作られているので、�に子

どもはHりの身近な大人がどういう意味�け

をするかというのが、すごく大事になってくる

と思うんですね。本当に自然体験ということで

ºいますと、�がいた時に近くの人が「うわ。

.だ。�だ。:い。」とºったら�は:いものだ

って思ってしまうし、「§Üだね。̧ てごらん」

とºったら、「§Üなんだな」とºって、観Bし

ようという�になってくるし、そしてもちろん

小、中学生、学{に行っていたら、�日の日々

の8しい色々な出来事があるので、その中にあ

るたくさんの日々の色々なスケジ"ールをこ

なしていく中で、たまに自然�に行くと、どち

らかというと$ラッ�スするとか、そちらの方

が中fになるような�がします。ごめんなさい。

それは今ちょっと�と思ったことなんですけ

ども。それにXして�日森の中で過ごしている
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と、本当にそれは自分のフィールドになるので、

例えば先�ども小さい子たちもありましたけ

ども、.か¼題があった時に、それを自分でど

うにかしようという意識が°生えてきて、それ

を実は学{の方ではもっと`げて、例えばo©

をºんで���な¼題にXして自分をじゃあ

どうするという風に立Qを変えて²えて�る

とか、そういう�うなことにつなげていくんで

す。意味付けとか、意識とかそういったÛで、

大きく変わってくるのではないかなと思いま

す。 
 

（井倉）はい、ありがとうご�います。自然体

験というとイ ント�なjじですけれども、自

然が常にそこにあって、日常の中にある自然と

の付きDい、そんなjじかなという�うに私も

jじました。�ケ田先生、よろしいでしょうか。

�にご�いますか。 
 

（三ケ田）いや、そうですね。その今の³1の

意Mの¡にあるのが、例えば最近放¼後�イと

かたくさんありますよね。Ýかっているだけ�

たいな、おÝかり�たいなところもあれば、い

ろんな体験をさせてあげます�たいなところ

など色々ありますが、�たして本当に子どもた

ちにとって�い体験になってるのかなって、な

っていないのかなって。なんかそのÉについて

色々²えることがあって、先生方の実Ä�たい

はすごくÛ�いなと思って©いていたんです。

市\先生とか、�に子どもたちに'体iとºう

んですかね。Èaをさせることを�す�たいな

のがあっていると思うんですけど、そういう体

験と、大人が準備してさせていく体験とは違い

があるのかなと²えていて。¡えにくいことも

あるかもしれませんけど、例えばそのÉで意識

していること、例えば作りすぎない�さという

んですかね、準備しすぎない�さ�たいなもの

とか、もし.かあったら教えてもらえたらなと。

あまりにもお�立てしすぎてしまうと、子ども

たちが自分で²えることもしなくなるのかな

と思って。あの先の発¶の中にもたくさんはあ

りましたが、プラス�ルフ�もしあれば教えて

いただきたいなという�うに思います。 

 

（市川）はい。森のようちえんでも放¼後�イ

の子どもたち、児�発Ïmjの子どもたちをお

Ýかりしているんですけども、� 年前にこの事

業を立ち上げた時に、当初は個�mjを中fに

して、89をなだらかにしながら、いわゆるW

&発Ïの森の子どもたちの�動に、準じた�動

ができるということを目qすようなイメージ

で立ち上げたんです。ところが実際はそういう

ことではなくて、発Ïmjがg要な子どもたち

から、W&発Ïの子どもたちが学ぶことがR々

あって、そのことからまたさらに化学 [が起

きて、«��には、その発Ïmjがg要な子が

伸びていくということが、自然の中で起きてき

たと。ここで«��に¿Òしていたことという

のは、やはり大人の先入観であったりとか、人

S�な教具だったりしたわけです。この実Äの

中から私たちのjじたことというのは、やはり

おっしゃったように、「与えすぎない」というこ

となんですね。例えば普Ëの_§園であればÎ

具�があって、�んな§Üな色Ã�とか�レヨ

ンとか�$とか���とか、全部フル�ット、

1 �ットずつjすと思うんですけども、森のよ

うちえんでは、例えばそこをもう一切やめて�

ました。人t分Î具は�意しないとか、7れて

もそのまま°いておくとか。そうすると子ども

たちは不自�で不�で@るんですけれども、そ

の中から�$エイティ�ティ�たいなことが

生まれるとか、いわゆる想�と創Ìということ

が起きるんです。ただし、�んながそれをEじ

ようにできるかというと、そうではないと。で

きる子もいて、できない子もいるんです。ここ

にそのR様であるということだったりとか、�

iが�きているということであったりとか、あ

と上の子たちがいるという、このR様なロール

モ�ルがあるということが、子どもたちにとっ

てすごく大事だなという�うにjじました。な
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ので当初²えていた個�mjではなくて、もう

たくさんの色々な変な89のある子どもたち

の中に、.しろmけ込ませちゃうと。その中で

こそやっ�り�き上げて、それ�れの個iが光

り始めて、認めDって、それで自分らしさ�た

いなものを子どもたちも¤>できるようにな

るという。その�れかなという�うにjじるん

です。なので、私たちもやはり写真¸たりお話

すると、だいたいですね「�き�できるんだ、


ーイスカ
ト�たいだね」というようなこと

だったりとか、まさに、ス�ルとか知識を学ば

せてるような、一¸そんな風に?られがちなん

ですけれども、全くそこには私たちe/してな

いというか。«Oは�き�なんかも、�き�を

できるようにすることを学んでいるんじゃな

くて、物事を習Xしたりとか、理解したりする

という、学びの方法を、プロ�スを学んでいる

という事なんです。�にそのようちえんで�き

�ができるようになって、�んなにカッ�いい

ねとºわれても、1 年小学{に上がったら.の

Uにも立たないし、全く¦�されないわけです。

じゃあその子たちが、自分たちは­/がないと

思うかというと違うんですよね。できないこと

をやり»げた自分に自�を持って、今度自分が

やりたいと思ったこと、例えばそれが教¤教育

であっても、九九であっても、自分でできると

いう自�がある子は、«O勉強になった時もそ

このエネルギーがkいてくると。な�なら学び

方を知ってるから、体験してるからなんです。

«O森で伝えたいことというか、体験させたい

ということは、そこなんですよ。それも�し上

げたËり、R様な子どもたちがいるからこそ、

自分やり方でも�さそうだとか、ºにあのやり

方もいいかもねということで、�¨を認めなが

ら、自分も認めていくという、そういうことが

森だと起きるのかなと。本当に子どもたちには、

_Y期に��森に行って�しい、過ごして�し

いと思います。やっ�りいろんな子どもたちが

いるという環境の中でこそ、こういった育�が

Ïkできるのかなという�うに思っています。 

 
（三ケ田）ありがとうご�います。そういう体

験をする時は、もしかしたら$ス�も
うとい

うか、先�どもありましたけれども、危険と¬

中Dわせの部分もあるのかなと思うんですけ

ども、そのÉへのË?とか、あるいはなんか今

までこんなことを危険なことがありましたと

か、こんな危ないこともありましたとか、0¬

¨の方の中に、そのÉがfËな方もいらっしゃ

るのかなと思うんですけど、そういう部分への

説oの仕方とか、もしよかったら教えていただ

きたいです。 
 

（市川）さっき地Mでお¸せしましたËり、実

際森に一�入るとかなり森なんですけれども、

ºに一�出れば、かなり大きな街の中にありま

して、&が一.かあった時には大きな|Çとか、

QDによっては森の中にKhÅを:び込	、:

び込めるようなルートも確0しています。そう

いったその�ードÛをお�さんたちに¸てい

ただくとE時に、もちろんスズメ
�もÎんで

くるし、倒木もあるよということ、その$ス�

を私たちだけが­うのではなく、お�さんたち

もしっかり6vして、­って�しいということ

で、お�さんたちの安fするまで一緒に森の中

にE行してもらうようなことで理解を進めた

りします。しかし一方で、子どもたちというの

は非常にある意味で�|で、いきなりÕ色とÖ

のト�がある、�さるようなスズメ
�をいき

なりmで持とう�たいな子というのは、やっ�

りいないんですね。その中で、それすら私たち

が情)提供するんじゃなくて、上の子たちが

「�ーンってこう©Óが©こえたら、ÔをBさ

えてしゃが	んだよ」とか「足がいっ�いある

生き物はいきなり触っちゃ�メ」とか、そうい

うことを子どもEA情)6vしながら、1 個 1
個、実は安全¨理教育を�していきます。今の

子たちやっ�り体/�にも、そういう安全¨理

j覚も、当然昔の子どもに_�て落ちていると

いうか、�っている部分たくさんあります。だ
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から一�にす�てのフィールドに放つという

ことはもちろんしません。子どもたちの育ちと

か、そういったj覚をªやかに¸ながら、「この

子はここまで行ける」もしくは、「この子はここ

までしか行けない」�たいなことも�2に教え

ていきます。木�り一つとっても、上の子たち

がものすごいÞいところまで行くんです。それ

¸ると当然、「�もしたい、やる」とºうんだけ

れど、これは自分でÔりるところまでしか�ら

せないというルールのもと、一切大人たちはm

を¾さないことにしています。そうでないと、

実際自分の¤>�5を超えて、本当に自分の身

をKれないところまで行ってしまって、非常に

危ないんです。こういったそのªやかな安全¨

理、$ス�というのは、もしかしたら普Ëの_

§園よりも、かなり危機jというか、¬bjを

持ってスタッフも関わっていると思いますが、

とにかく先に危ない事というのがどういうこ

とか、例えば木�りであれば落ちたらどうする、

落ちそうになったらどうするとことを子ども

たちに¸せて、&一に備えさせながら行くので、

子どもたちはここから落ちたら自分が.だな

とか、痛たいだろうなというところには自分で

は行かないようになるんです。そんなことをし

ながら、Yしずつスモールステップで¼題をÏ

kしていったり、Ðしいものに��レンジして

いく。まさにその人S物ではないので、木のÞ

さもその子どもたちのス�ルとか体�にあっ

たものがもう���tにあるわけです。だから

そのスモールステップそのものも、自然の中だ

と提供しやすいということで、	しろ=�より

もある意味安全に子どもたちを体験させられ

るんじゃないかなという�うにjじていると

ころです。 
 

（三ケ田）ありがとうご�いました。 

 

（井倉）よろしいでしょうか。今の$ス�!ネ

ジメントの話は、野外教育、野外�動に携わっ

ている方す�てに6Ëする、大変関fのÞい話

題かと思いますけれども、そのÉについては、

森の学{の方はいかがですか。 
 

（藤浦）はい、そうですね。やはり木�りの話

を©きながらそうだなと思って©いていたん

ですが、�ンス��%ン�ーが.より一�大事

だと思うんですけども、�ンス��フィ�ーも

すごく大事だと思っていて、なんとなく:いと

いうj覚ですね。そしてそれは自分でjじたこ

とを認めるというところです。例えば夏にRい

時に\にfぎに行くんですけども、プールと違

って\というのは一Wではないので、�日�れ

も変わりますし、\のあちら2とこちら2でも

当然�れは違うので、自分はここまではいける

というのを、もう子どもたちは分かるんですね。

�にずっと自然に¹しんでいる子は、ここは遊

ぶけどこっちは:いから行かないとか、そうい

うj覚を育てることがすごく大事だと思って

いて、あと日常生�の中で、例えば一緒に山�

きをしながら、「ちょっとこの木は�りかけい

てるからもしHれた時にはこうしたらいいよ

ね」というような、��m持の²え方を時々伝

えたりとかそういうことはしています。一つ�

をつけているのは、Îび入りの子がいた時です。

やはり普]から_れている子はフィールドも

�く知っているし、自分の/Ñも�く分かって

いるんですけども、あのEじ年代の子が遊びに

来た時に、「あの子がやってるから自分もでき

るだろう」と思って、
ーッと危険なところに

行ってしまう。そこは大人が�をつけるように

しています。 
 

�!��ディス�
シ�ン 

（井倉）ここからは、会Qの皆様からのご意¸

やご³1を@けながら進めていきたいと思い

ますけれどもよろしいでしょうか。ではP¾¿

�から"めて、� 人のお話も"めて、ご³1か

ら入っていただいても構いませんし、色々�メ

ント、ご意¸いただいても構いませんので。ど

なたからでも構いません。お願いします。 
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（&田）°Êなお話しありがとうご�いました。

大Æ体育大学の6田と�します。�hさんのス

ライドで非常に�À�な�ー%ードがあって、

�¸えないものの��を伝える�というところ

で、実Ä¨と研�¨とか、そういうv識¨が�

ラ
レーティングにおいて、例えばJ�提ºと

かいうところもお話していただきたいんです

けども、とても大事で、やっ�り\しい��を

伝える、\しく¦�してもらって、それをいか

に伝えるかというところがここにSかれてい

ることだと思うんですけれども、�hさんの中

で、例えば今までこういうようなTで、例えば

研�¨とかv識¨と�ラ
レー�#ンして.

か伝えたとか、なんかこういう�うに伝えられ

たらいいと思うんです�たいな、なんかそうい

ったものがあれば非常に、ちょっと私も`Óの

方と�ラ
レー�#ンして動くことがRいの

で、非常に+²になるなと思い、お©きして�

たいなというところで³1させていただきま

した。 
 

（藤浦）はい、ありがとうご�います。そうで

す、それは本当に¼題だと思っていて、つい先

日もs本の�ルタ�ティ�ス�ールの方たち

と一緒に、ずっとそのことを語いりDってたん

ですけども、¸えるものというのは伝えやすい

けど¸えない��というのは伝えにくいです

ね。ただ私~学園をしながら、E時にまちおこ

しの�動もしているんですけども、色々なとこ

ろと�ラ
したり、ラ
ラト$ーとして実験し

たり、oしいものを生�出したりするという意

味で、���� �生À�という NPO �動を�にし

ておりまして、そこで色々な人とつながるとい

うことをテー!にしています。そこは'体とし

てまちおこしですが、Eじようなことを~学園

でもしておりまして、例えばちょっと野外�動

とは離れるんですけども、過z地Oの¼題とし

て、o©ËÏがÐしいという�実1題がありま

して、それを子どもたちと話しDった時に、一

¶一¶ËÏしてもらうのではなくて、地Oの6

Eのo©@けを作ったらいいのではないかと

いう話が出てきて、それを市Ulの人、自分た

ちの過z地Oの地Oの人、あとo©@けを°く

地Oの方、あと地Oの近くの家具メーカーです

ね、そういうところに色々話をしに行って、一

緒にそういうQを作ろうというプロジ��ト

をしたりとか、それをまた色々なo©に?xし

てもらってやっていこうとか、そういう一緒に

�動というのをする中で、こういう時にこうい

う²え方をしたという過程を、子どもたちとこ

ういう話しDいをしたんですよというのを¸

せたりとか、こういう9kをしたんですよとい

うのをお話ししたりとか、具体例をDげながら

話すことで、.かしらそういう�tにならない

ものの過程とかをjじてもらえたらいいなと

思って、できるだけº語化するようには�めて

います。 
 

（&田）はい、ありがとうご�いました。 

 

（井倉）よろしいですか。はい、ありがとうご

�います。¸えないものの��を伝える、イン

タープ$テー�#ンのス�ルのような、そんな

jじがしました。 

 

（井�）ありがとうご�います。森�­D研�

lから+りました、�上と�します。非常に鹿

児島というか、九州の/の強さというか、先Ñ

iというか、これが当たり前なのではないかと

つい思ってしまう�らいの、子どもたちが自ら

体験すること、自ら²えてやっていくこととい

うもののB­iと、それから今の生�の中から

cり落とされてしまってるんじゃないかとい

うような子どもたちへのmjを、お�¨様と一

緒にやってるというのはすごくjÄを@けた

ところです。つまり森�という立Qから、真º

の¤学の知恵を伝えるようなHりの研�¨と

一緒にやっている教育の立Qとして、すごくf

強く思ったところなんですけれど、森�のフィ
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ールドという観�から�いたいんですが、��

先生の�習�だったら.の1題もなく¤Bを

Xられると思うんですけども、�hさんと市\

さんの�動のQlの使�¤Bとか、«構色々な

ことをされてると思うんですけれども、水をÏ

	だとか木を切るとか、そういうところの¨理

¨との関�というか、東京だとそういう-©が

ものすごくあるので、森はあってもまず入れな

いとか、そういうことがすごく-©があるので、

子どもたちの�動だけで人Óiだけじゃなく

て、-度-©がすごくあると思ったんですが、

ちょっと�(にそのlv¨というか、$地のつ

ながり�たいなものを教えていただけるとあ

りがたいです。 
 

（井倉）ありがとうご�います。Yめて�学ら

しいjじがあります。大事な観�だなと思いま

す。いかがでしょうか。$地の¨理とか使い方

ですね。 

 

（藤浦）私のところは、{³とか°いてあるQ

lは、`Óの方に$地を�りてそこにOててい

ます。ただあのa��にOてるのは色々と-©

が出てくるかなと思うので、I3しようと思え

ば�(にI3できるようなTのO物ですね。あ

と遊びQ、�険遊びQを設°しているんですけ

ども、いわゆるプレー	ー�ですね。そのQl

は市の0v�を、u備がてら使わせていただく

というTを�年-©で«んでおりましてやっ

ています。¡2の森は個人の持ち物なので、先

�どの木を切らせてもらう時に、こういう�動

をしたいという�うに¤Bをいただきまして、

その�の日常の�動は、\Qに�りるというこ

とはしていないけれども、子どもたちがÁりJ

る分にはいいよというような¤BのTですね。

でももちろん好意�な方ばかりではないので、

そこらへんは色々�ねDいを¸ながら、できる

ところにお願いするというTでやっておりま

す。 
 

（市川）かごしま森のようちえんのQDは、全

部`v地です。地[¨が 
 人�どおりまして、

年Ó-©でお�りしています。もともとwÛで

もう使いÎがないようなQlだったというこ

とが一つポイントだったかなと思うんですけ

れども、�Ëをまかなえる�らいの±�をこち

らがG出すれば、P本�には¨理もしてもらえ

るんでしょうと。まして、子どものために使っ

てくれるんでしょということで、_·�理解し

ていただきながら使い始めています。ただし本

来であれば、もっと田³に行けば、鹿児島のQ

Dはもっと��しやすいQl、安�なQlもた

くさんあります。ただ私たちはその都市部に実

はこだわって、都f部に-んでいる子どもたち

へということでこだわっているので、ある意味

その東京とかとEじような状況下にあったり

もします。�にですねKYな、°ÊなQlでは

あるんですけれども、例え公6事業のXÀにな

ってt年後に?り上げられるB­iがあると

か、そういう$ス�はもちろんありますし、地

[¨さんの意向でもう来年から¾さないよと

ºわれた時�で、�動自体がoってしまうんで

すね。とはいえやはり行Jがこれ使っていいよ

とºわれるようなフィールドを�#イスとし

てはあったんですが、やっ�りそちらは本当に

-©がついてきてしまって、それだと«O私た

ちの目qしたい�動ができないんですよね。な

のでX�強く`Óの方を説Xしたり、時には子

どもたちと£ねて、森のものをgっておEけし

たり、そういう本当に理解一つ一つを進めなが

ら、隣の地[¨さん、またその隣の地[¨さん、

ということで 1� 年かけて、かなり`くフィー

ルドをお�りすることに今なってます。�し上

げたËり、私たちもかなり際どい、その9いか

ねない$地の中で�動しているので、今後やっ

�り$地をどういう�うに0全というかです

ね、�ープしていくかというのが、常に私たち

の¼題でもあります。 

 

（井�）ありがとうご�いました。すごくB­
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iを`げていただいた、森のB­iも`げてい

ただいたようです。ありがとうご�います。 

 

（井倉）はい、ありがとうご�います。ちょっ

と私の方から¢足しておきますが、今かごしま

森のようちえんが、実は鹿児島大学と�ラ
し

ていまして、�習�のメインは大È<島の方に

あるんですが、大学の近くに 1��タール�ど

の小さな森を持っています。その森にかごしま

森のようちえんがやってきて、今�動をし始め

ました。これのメ$ットは、大学のす�近くに

あるということで、うちの学生がそこに
ラン

ティ�に行くことが>Oにできるということ

です。今まではちょっと¼いところに行かなき

ゃいけなかったのですけど、近くになることに

よって、たくさんの学生が
ランティ�をして、

それで学ぶことができるということです。市\

さんには¿±でも来てもらうんですけども、そ

れを機にこんな�動に¯味ある人はおいでと

いうことで、色々な学生が全学から、学部1わ

ずに来てくれて、この�動に+加することによ

る大学教育とºいますか、そういう学びの�動

が今起きています。これは大学としても、私の

一Uではいきませんけれども、大学としても、

��これからも発展させたいなと思っている

�動です。 
�にありますか。はい、お願いします。 
 

（$5）お話ありがとうご�いました。�州大

学の^野と�します。先�どの¸えないものの

��を伝えるとか、Vを せないといったお話

や、市\さんのところにあるスタッフ!ニ"�

ル例をいくつかDげていただいて、hかさない

とか、そういういわゆる、qD方Âというか#

学というか、そういうものが非常によくわかり

ました。そこで�ケ田先生に³1させていただ

きたいんですが、先生の先�どのあそ�う��

ンプのところに、��ンプにおける様々なË?

というのはいくつかSいていただいていて、そ

の中に「人といる安fjをXる」というº°が

ありましたが、これを具�化するためには、先

生が��ンプの中でスタッフにどんなº°が

けをしているとか、あるいはどういう�うにこ

れをするために.かやってらっしゃることが

あれば、具体�なことを教えていただきたいと

思って。これすごい大事なことだなという�う

に思ったんですが、そこを教えていただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

 

（三ケ田）ありがとうご�います。Ðしいとこ

ろだなと思いながら今©いてたんですけれど

も、安fできるとºうことはすごくÐしいです

よね。¥Bの中でもそうなんですけども、�×

関�というんですかね、トラ
!をbえている

お子さんたちと�×関�を�いていくという

のは、.てºうんですかね、こうj覚をつかま

なきゃいけない部分があるのかなと思います。

ov化できないのかなという�うにも思うん

ですけど、でもそれをなんかov化する�/は

しないといけないのかなと思うんですが、私が

日Üこうjじてるのは、そのBし付けないとか、

�mのことをよく観Bして.がることをしな

いとか、一緒にいるだけでも落ち着けるという

j覚を、できる人とできない人とやっ�りいる

のかなと思うんですよね。できる人がやってる

<を¸て、「ああやればいいんだな」というのを

¸て学んだ人は、やっ�りできるようになって

るとか。伝Aしていくようなものでもあるのか

なとか思ったりしています。例えば§Ü事でい

くらでも人と一緒にいて、安fできるように�

たいな、あの安fjを与えられるmjをしまし

ょうとºうけれども、実際には「分かりました

やって�ます」とºって、一生c命やりすぎて、

f�!ッ�ージとEじで、やりすぎてしまって

f�に­­がかかってしまったりということ

がありますよね。なので本当にÐしいことだな

と思いながら、観Bする/と、本当に@り�う

/というのがすごくÊ要なのかなと思ってい

ます。この��ンプにはトラ
!b�を中fに

やっていくL体で、�M�� 学会だとか、あるい
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は YMCA とかが入っている関�もあって、その

Éの³が一緒の�がします。あそ�う��ンプ

の中では、そういうこう人といる安fjという

ことを提供できるスタッフÖがすごく�実し

てるなというのは、私もjじているところです。

¡えになったかどうか分かりませんが、あの�

/していきます。私もちょっとそのどうしたら

�いのかなと²えて�ます。 
 

（ *）お話ありがとうご�いました。�d大

学の%本とºいます。�は発ÏÊがい児の��

ンプをずっとやってきました。�� 年�らいにな

りますかね。あの先生方のXÀとしている年Û

よりもちょっと上のË年期の中期�らいまで

の子どもたちのXÀにしています。先�ど市\

先生の話にありましたけれども、89がこうn

らかになっていう話がありました。それからV

の1題もあったんですけど、いつもqDしてて

\	のは、�はP本�に先生方の²え方に²k

なんですけど、子どもたちが¸くということと

個i化していくっていうことと、それからいず

れは£会に出ていくじゃないですか、その£会

化していくというところの�Óで、すごく\	

んですね。そのあたりのこと、時Óがないので

m�にお²えを教えてください。 
 

（井倉）すごく、今.か大事な話題をcられた

ようなjじがして、ちょっともう 3� 分aÎし

ていいですか。じゃあ時Óもないので最後に一

ºずつ、�メントいただこうかなと思っていま

したので、ちょっと最後の�メントのつもりで、

今の1いかけにXしてお¡えいただけたらと

思いますがいかがでしょうか。皆さんですね。

個iを伸ばすことと£会iということですね。

森のようちえんとかでは、小学{に行って�$

するという話もいろいろありますから、そのÉ

のことを わりの�メント代わりにÍければ

と思いますが、どなたから行きましょうか。�

ケ田先生からいいですか。 
 

（三ケ田）m�に一ºでºうとしたら、そうい

う部分を作ってあげた�うがいいのかもしれ

ないですね。そういう£会をですね。そういう

子どもたちが¸ける£会を作るというか。そう

いう3$のQlとか、もっともっと6えていく

といいのかなと。�理してDわせて、なんか入

っていかなきゃいけない£会にばかりならず

に、そういう子たちがいきいきといて、「自分は

生きてていいんだ」�たいな、そういうQlを

作っていってあげなきゃいけないのかなとい

う�うに思います。 
 

（市川）やはり 1� 年の中で私たちの²えもか

なり変わってきて、今ではやっ�りその個i¸

きをやっ�り®いていくということで、後Bし

する方向に�を切っています。そのためには、

ようちえんに続く、小学{、中学{、しいては

やっ�り£会にXして変Ìというかを働きか

けていくことになると思うんですけれども、そ

れは子どもたち自身が、今EじようなÎをたど

りながらÕbっていますので、私たちも��そ

の後ろをBしていくというTでやっていきた

いとjじています。 
 

（藤浦）「フ$ース�ールって自�なんでしょ」

とºわれます。「好きな好き�mにしていいの」

とºわれることもあるんですけども、自分で�

めて自分で行動するということは、それに大き

な大きな¯	が
ってきますので、自分の思い

を実�するためには、もちろん自分も大事だし、

�mも大事だし、環境も大事だし、大事なこと

をちゃんと大事にしていくという、本当の£会

のP本�なことを身につけていかないと、Hい

て自分のやりたいことも実�していかないと

思うので、そういう色々な人の思いと意思と大

事にしていくというのは伝えるようにしてい

ます。 

 

（井倉）ありがとうご�います。今の³1を©

きながら私も思ったんですけども、やっ�り個
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i�に生きることが£会の体-になるような、

そんな時代を目qすしかないのかなという�

うに思うんです。子どもじゃなくて私は普]大

学生と接するんですけど、学生たちにいつもº

ってるのは、「思いっきりiこう」とºうんです。

やっ�り�んなとEじになるんじゃなくて、思

いっきりiいて、ちょっと外れ¨になる�らい

の、それが普Ëになる�らいに生きよう�とい

うことを常にºうんですけれど、やっ�りこう

いう自然体験とかをやって、野外教育とか、そ

ういうことをやっていて、私が今最 �に一�

の¼題だなと思っているのは、一人一人が'体

�に生きるということ。lかれたレールの上を

�いて来ている人が大<の中で、いかに自分ら

しく'体�に生きるかということに、最 �に

はこの野外教育、自然体験もたどり着くなとい

う�うに、自分の中ではjじていました。なの

で、そこが一�大事な¼題かなと思って、この

£会全体が変わっていく、そういうことが最 

�な¡えなのかなと思っています。ありがとう

ご�いました。いいeげかけありがとうご�い

ました。 
はい、ということで時Óになりましたので 

わりたいと思いますが、この�ンポジ
ムのテ

ー!は、「R様iの時代と持続B­な£会を¸

Fえた野外教育のあり方を²える」ということ

で、ちょっと'�しいテー!でしたけれども、

自然のR様i、人のR様i、そういったものを

いかに@け入れながら、R様で生きやすい£会、

��を作っていくかという、そういうことにつ

ながるかと思います。皆さんそれ�れの野外教

育のあり方が、Yしでも�められた時Óであっ

たら大変/しく思います。はい、それでは今日

はご+加ありがとうご�いました。�上で わ

りたいと思います。 
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